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ものであります。また昨年 TheLαbourAbministration and Trade Unionism 
in ~“:pan と題して， 最近の先生のご研究の成果を英文で世に問うという快挙
をなしとげられました。学会活動としては r社会政策学会」幹事としてその
運営に尽力され，また|大洋州経済学会J，i労働運動史学会」等においてもご
活躍になり，研究の発展に大きく貢献されました。
また先生l主，社会的にも一貫して，労働者教育について専門知識を生かした
活動を続けられ，多大の影響を与えられたほか，京都府地方最低賃金委員会な
ど各種の公的委員会の委員として幅広くご活躍になりました。
他方，先生l土研究と教育，それに連なる分野にとどまらず，学園紛争のさ中
に，京都大学評議員，経済学部長としてその重責を負われましたが，それ以後
も本学の国際交流委員会委員として国際交流や留学生教育について非常な努力
を傾けられました。
京都大学経済学会は，先生の多年にわたる学恩に感謝し， r経済論叢』の本
号を記念号として編集することになりました。先生のご指導を受けられた方々
の労作を集めて，ごj阜d白を記念する論文集を編み，先生に捧げることができま
したことは，わたくしども 同のこのうえない慶び tあります。
先生が，今後とも，ますますご健康で，学界のためまたひろく社会のため，
ご活躍くださいますことを心からお祈りいたします。
1985年2月23日
京都大学経済学部長 11 田浩之
